
事例12

＜事例概要＞

処方時に間違いがあり内服中断に至った

クロピドグレル錠 75 mg（クロピドグレル硫酸塩）：抗血小板薬

・60 歳代、陳旧性心筋梗塞

・冠動脈造影検査のため入院、退院時クロピドグレル錠 75 mg を処方した。初回外来
時、クロピドグレルを処方し忘れ、内服が中断した。

・約 1 か月半後、経皮的冠動脈インターベンション（以下「PCI」）目的で再入院。PCI
終了後、クロピドグレルを処方されていないことが判明。PCI終了後にプラスグレル錠
3.75 mg（抗血栓薬）を服用したが、約 1 時間後に胸痛が出現し、心停止。約 2 週間後
に死亡。

・死因は、ステント閉塞による急性心筋梗塞。死亡時画像診断（Ai）無、解剖無。
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